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自己紹介

原体験から教育をよりよくしたい

労働生産人口半減が約束された社会において教育は鍵と

なる。今学ぶ人は未来を支える人、今教える人は未来を

創る人、当社は未来を創り支える人に機会を、そしてと

きを提供します。

教師一家に生まれ

先生を志す

教育大学を経て、このままで何が教えられるのかと思い

東証スタンダード上場企業へ就職

経営企画などを歴任し

現在に至る ㈱LearnMore 代表取締役 坂口 雄哉



そもそもロータリー学友会とは

Chapter1①



RACを提唱していますか？

IACを提唱していますか？



RYLAのホストクラブ経験はありますか？

以下のスポンサークラブになった
経験はありますか

青少年交換プログラム グローバル奨学生
過去の財団プログラム
(GSE,VTT,親善奨学生)



米山奨学生の世話クラブですか？

過去、米山奨学生を受入れましたか？



学友会と関係「有」質問に 1つでも該当するものは
ありましたか？





Rotary
ロー タ リ ー学友会

大きく7分類 全11のプログラム経験者で構成
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ロータリー学友会には



Rotary
ロー タ リ ー学友会
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100周年記念サイトに詳細掲載

１．ロータリーの学友とは
ロータリーの学友とは、ロータリーの教育的プログラムに参加した
人を表します。当初、『学友』とは「ロータリー財団の教育的プロ
グラムに参加した経験のある方」、つまり『ロータリー財団学友』
を指していましが、2013年度より定義が変わり、次のいずれかのプ
ログラムに参加した経験のある方の総称になりました。
・インターアクト
・ローターアクト
・ロータリー青少年交換
・新世代交換
・ロータリー青少年指導者養成プログラム（RYLA）
・ロータリー平和フェローシップ
・ロータリー奨学金（グローバル補助金または地区補助金）
・職業研修チーム（VTT） （メンバーとリーダー）
・国際親善奨学金
・大学教員のための補助金
・研究グループ交換（GSE）（メンバーとリーダー）
・ロータリー・ボランティア
・ロータリー米山記念奨学生

２．学友委員会
ロータリーでは、ながらく「学友」という言葉は財団学友を指して
い
ました。しかし、2013-14年度よりすべてのプログラム卒業生が
「ロータリー学友」と呼称されることになりました。2660地区では、
その年度より「地区学友委員会」が設置され、マルチプログラム型
の
「学友会」の設置を目指す活動が始まりました。

2660地区では、次のプログラム毎のOB会
（＝学友会）が設置・運営されてきました。
・青少年交換プログラム ROTEX
・RYLA チームRYLA
・国際親善奨学金 PSC
・研究グループ交換 GSEアルムニ会
※PSC,GSEアルムニ会は2013年にRFO
（RotaryFellowsOsaka）として統合
・米山奨学生 山奨学生学友会（関西）

３．ロータリー学友会
2016-17松本進也ガバナー年度に、
日本で最初であるマルチプログラム
型の地区ロータリー学友会が2660地
区に誕生しました。2017年3月27日
にRI加盟認証を受け、同5月13日、グ
ランド白楽天にて加盟認証状伝達式
を催行しました。



学友会のメリット

Chapter1②



【for学友】連絡が来る

【for学友】ロータリーに触れやすくなる

【for学友】プログラム横断的なつながり

【forクラブ】学友の育った姿こそが実績の証

【forクラブ】クラブの活性化(卓話・会員増強の種)

1

2

3

4

5

ロータリー学友会
のメリット





見逃されている機会

「プログラムが
終了すると
ロータリーから
まったく連絡が
ない」

「ロータリーと
連絡を保ちたい
が、その方法が
分からない」

学友の声
RI資料より





学友メーリスにて案内学友メーリスにて案内

学友が興味のあるものに参加学友が興味のあるものに参加

• 地区大会基調講演
• 職業奉仕セミナー
• 春の総会
• ロータリーデー
• 周年行事 etc.



「子どもが出来て、家
族参加できる行事だけ
でも参加したい」
「将来子どもにも青少
年プログラムなんて
どうだろう？」

学友の声

「会社での立場が
変わって、今こそ
ロータリアンの
卓話が聞きたい」



【for学友】連絡が来る

【for学友】ロータリーに触れやすくなる

【for学友】プログラム横断的なつながり

【forクラブ】学友の育った姿こそが実績の証

【forクラブ】クラブの活性化(卓話・会員増強の種)

1

2

3

4

5

ロータリー学友会
のメリット



Rotary
ロー タ リ ー学友会

大きく7分類 全11のプログラム経験者で構成
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ロータリー学友会には



2022-23年度・地区学友委員会メンバー(敬称略)

★委員長：末松大幸(大阪淀川RC所属)
★副委員長：斎藤清貴(大阪ユニバーサルシティRC所属)
★副委員長：坂田淳一(枚方RC所属)
★委員：仲西良浩(大阪天満橋RC所属) RAC副委員長
★委員：魚谷健司(大阪西南RC所属) 米山奨学副委員長
★委員：久松秀雄(大阪御堂筋本町RC所属) 青少年交換副委員長
★委員：檜皮悦子(大阪中之島RC所属) IAC副委員長
★委員：森田亮介(豊中千里RC所属) RYLA副委員長
★委員：樋口晃(大阪西南RC所属) RAC直前委員長



2022-23年度・学友役員メンバー(敬称略)
春の総会
担当

出身
プログラム名前役職管理No.

全般RAC坂口 雄哉会 長1

友愛の広場さかぐち ゆうや

定款・会則の改訂財団/GSE伊藤 耕志副会長2

講演会の調整いとう こうし

参加型ワークショップ企画米山奨学生單 雅婷副会長3

たん やーてぃん

幹事・案内・受付RYLA
(RAC)

甲斐 翼幹 事4

広報かい つばさ

幹事・各プログラムへの連絡RAC岩橋 幸輝幹 事5

総会司会いわはし こうき

受付・会計RAC宮原 久美子会 計6

みやはら くみこ

ワークショップ企画RAC李 明蕙会計監査7

懇親会司会・受付補助り みんふぇい



【for学友】連絡が来る

【for学友】ロータリーに触れやすくなる

【for学友】プログラム横断的なつながり

【forクラブ】学友の育った姿こそが実績の証

【forクラブ】クラブの活性化(卓話・会員増強の種)

1

2

3

4

5

ロータリー学友会
のメリット



ロータリーに触れる機会を

スポンサークラブ、

世話クラブの皆さん、

カウンセラーの方のみ、だけでなく

増やすことができます

学友がロータリーに対するポジティブな

印象を再認識する機会

ROTARYに
触れる機会の増加



10回2回 5回1回0回

単純接触効果(ザイアンスの法則)

接触頻度が高いと
好感度が上がる



83

プログラムを経験
ホストクラブ、スポンサークラブとして、

活動を補助、支援、自己実現

学友として活動
卒業、修了後学友として

継続的にROTARYと関わる

ロータリーへ
新たなロータリアンとなる

またはそんな人を紹介する



次年度の活動方針

Chapter2



©2022-2023  Rotary International District 2660 Rotary Alumni Slide 85

主な活動計画

1.ポリオデーイベント
2023年10月

2.春の総会
2024年4月

活動計画
ロータリー学友会

2023-2024年度

×



学友会入会を仕組み化



学友会入会を
仕組み化

過去多数
輩出した学友

鍵
見えない所



学友会入会を
仕組み化

過去多数
輩出した学友

鍵
見えない所

各クラブのご協力
↓



各クラブへのお願い

Chapter3



Rotary
ロー タ リ ー学友会

ロータリー学友
参加推進週間

Rotary Alumni Reconnect Week

90



2023

ＲＩ理事会は、10月7日を含む1週間をロータリー学友参加推進週間
として、ロータリー学友をクラブの例会や奉仕プロジェクトに招待し参加して
もらうことを奨励しています。



01
02

03
04

10月は「米山月間」兼「学友参加推進週間」がある

©2022 Learn More CO., Ltd.

卓話講師として招待

例会(家族会)に学友を招く

例会時間の検討(夜)

学友会に登録

92





94

学友と再び再会する機会を

革新的クラブの設立の種

各クラブ10名ずつ学友会入会されれば一気に800名程の人が学友
の5つのメリットを享受できる
→クラブの活性化にも繋がる



最後に

Chapter4



クラブへ
持ち帰る

学友は
原石

具体的な
アクション

会長幹事部門
青少年奉仕部門
それぞれで説明
擦り合わせて
クラブとして対応
していただきたい

それぞれのクラブの
・クラブの会員増強
・クラブの活性化
・新たな可能性
・実績の証
(学友の成長した姿こそ)

次年度具体的な
アクションが
起きれば
今後継続して
効果を発揮します



本日のまとめ
CONTENTS

1 ロータリー学友会とは/入会のメリット

2 次年度の方針

3 各クラブへのお願い(10月の学友推進週間)

唯一のプログラム横断組織

学友の"今"に合った機会が提供される

ポリオデーと春の総会

入会の仕組み化 但し、過去には届かない

月間・週間を活用してください

学友会に登録してもらう(無料)



ご清聴ありがとうございました


